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 友だちと関わることが増えてきた子どもたち。自分のやりたいことを見つけて遊ぶ中で、友だちの存在に関心をもつようになってきました。友だちのして

いることが気になったり自分もやりたいと思ったりなど、友だちと一緒に遊ぶ楽しさを感じている姿がたくさん見られるようになってきています。 

異年齢の交流も、遊びの場が近くにあることで自然と関わりが生まれ、遊びに良い刺激になっている様です。 

水を流してできた泥を使って、ケーキ作りが始まりました。スプーンでまぜまぜ、ケーキになるように友だちと一緒

にまるくよせて…。 だんだんケーキらしくなってきました。 

 

先生からクリームのプレゼントに 

「わあー！」と大喜びでケーキにのせまし

た。 

「もっとほしい！」と子どもたち。うさぎ組

さんからもらったことを聞くと、うさぎ組が

遊んでいるところに行って、お願いしてみる

ことに。「クリームください。」とお願いする

と「いいよ。」と、快く持っていたカップに

入れてくれました。 

「うさぎ組さんにもらったよー」と嬉しそう

にみんなに見せてくれました。 
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大好きな積み木遊び。シーソーみたいに遊びたい！ 

子どもたちが考えたのは、積み木を組み合わせて、友だちと一緒にう

まくバランスをとってみること。ちょっと難しいけど、友だちと一緒

だからチャレンジだね！ 

 

なかよしさん 

何を話してるの

かな？ 
クワガタのお家の掃除中。 

手伝いたいけど…。 

「むし、こわいねん」 

「ちょっとだけ苦手。」 

 

友だちがするのをじっと見て

いましたが、この後、飼育ケー

スにマットを入れるのを手伝

うことができました。 

がんばったね！ 


